
新
自
由
主
義
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
、
今
や
、
拡
大
す
る
経

済
的
格
差
を
ど
う
是
正
す
る
か
は
、
世
界
的
な
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
る
。「
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
以
下
、
Ｍ
Ｃ
）」
は
、
貧
困
層
の
経
済

的
自
立
や
底
上
げ
を
目
的
と
し
た
無
担
保
少
額
融
資
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
後
半
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
経
済
学
者
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ

ス
博
士
が
考
案
体
系
化
し
、
一
九
八
三
年
、
Ｍ
Ｃ
専
門
の
銀
行
、
グ
ラ
ミ
ン

銀
行
を
創
設
し
た
。
こ
の
銀
行
の
Ｍ
Ｃ
が
と
り
わ
け
画
期
的
で
あ
っ
た
の
は
、

ま
ず
す
べ
て
の
人
間
に
は
返
済
能
力
が
あ
る
と
信
じ
る
こ
と
、
ま
さ
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
本
来
の
意
味
で
あ
る
「
信
用
」
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ま
で
は
融
資

対
象
と
み
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
貧
困
層
を
対
象
に
融
資
し
た
こ
と
で
あ
る
。

従
来
の
銀
行
で
は
、
借
り
手
は
富
裕
層
の
特
に
男
性
、
担
保
有
り
の
大
口

融
資
、
銀
行
で
の
窓
口
業
務
、
融
資
額
の
使
途
は
借
り
手
次
第
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
で
は
融
資
対
象
は
貧
困
層
の
特
に
女
性
、
無

担
保
で
の
小
口
融
資
、
行
員
が
出
向
く
業
務
、
融
資
目
的
は
収
入
創
出
活

動
に
限
定
、
さ
ら
に
五
人
一
組
で
の
連
帯
保
証
制
で
の
週
ご
と
の
少
額
返
済

と
、
前
者
と
は
正
反
対
の
手
法
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
Ｍ
Ｃ
融
資
へ
の
返
済
率
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
程
近
く
、
ま
た
多

く
の
借
り
手
が
そ
の
後
貧
困
状
態
か
ら
脱
出
し
た
こ
と
か
ら
、
世
界
的
に

も
貧
困
削
減
の
効
果
的
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
日
で
は
Ｍ
Ｃ
は
世
界
一
三
〇
カ
国
以
上
に
広
が
り
、
ま
た
融
資
に
加
え

て
、
貯
蓄
や
送
金
、
保
険
な
ど
の
多
様
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
マ

イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
と
発
展
し
て
き
て
い
る
。
特
に
Ｉ
Ｔ
や
携
帯
電
話

の
普
及
に
よ
り
、
従
来
は
ア
ク
セ
ス
が
困
難
で
あ
っ
た
僻へ
き

地ち

へ
も
サ
ー
ビ
ス
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が
よ
り
容
易
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
単
に
貧
困
層
や
女
性
だ

け
で
な
く
、
障
害
者
や
移
民
・
難
民
な
ど
、
さ
ら
に
戦
後
復
興
や
被
災
地

再
建
や
旧
社
会
主
義
国
の
資
本
主
義
経
済
へ
の
移
行
に
も
そ
の
効
果
が
期

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
Ｍ
Ｃ
の
融
資
を
す
れ
ば
、
直
ち
に
貧
困
削
減
に
効
果
が
あ
る

と
考
え
る
の
は
短
絡
的
で
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
の
社
会
経

済
的
ま
た
文
化
的
実
状
に
十
分
適
し
た
融
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
か
に
設
計

す
る
か
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
鍵
と
な
る
。
融
資
機
関
の
限
ら
れ
た
財
源

を
い
か
に
有
効
に
貧
困
削
減
へ
と
結
び
付
け
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
借
り
手

を
ど
の
よ
う
に
選
択
し
、
融
資
額
や
利
率
、
返
済
期
間
や
回
数
、
個
人
融

資
か
集
団
連
帯
制
で
の
融
資
か
、
助
言
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
ど
う
お
こ
な
う

か
な
ど
、
Ｍ
Ｃ
の
設
計
は
千
差
万
別
で
あ
り
得
る
。
ま
た
貧
困
削
減
と
同

時
に
融
資
機
関
自
体
の
財
政
的
自
立
や
健
全
性
、
持
続
発
展
性
を
い
か
に

確
保
し
両
立
さ
せ
て
い
く
か
は
決
し
て
容
易
な
問
題
で
は
な
い
。
貧
困
層
へ

の
Ｍ
Ｃ
融
資
は
一
般
的
に
返
済
率
が
高
い
た
め
、
貧
困
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

暴
利
を
貪
る
悪
徳
Ｍ
Ｃ
融
資
業
者
の
出
現
や
、
融
資
機
関
の
乱
立
に
伴
う

多
重
債
務
者
の
問
題
な
ど
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
（
倫
理
的
な
退
廃
）
を
招

き
か
ね
な
い
リ
ス
ク
も
あ
る
。

し
か
し
ま
た
融
資
の
借
り
手
自
身
が
お
こ
な
う
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
環
境
問
題

の
解
決
や
地
域
活
性
化
な
ど
何
ら
か
の
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
う
新
し
い
概
念
も
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
利
潤
最

大
化
を
目
指
す
経
済
と
は
異
な
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
連
帯
経
済
の
模
索
や
社

会
的
価
値
の
創
造
を
目
指
す
動
き
も
、
目
下
、
広
が
り
を
み
せ
て
き
て
い
る
。

信用を見直
す
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